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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、４日目の本会議を開きます。

議事に入る前に、本日、執行部より正誤表

が提出されましたので、印刷してお手元に配

付しております。御了承お願いいたします。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第 １ 認定第 １号から

日程第１１ 認定第１１号まで

日程第１ 認定第１○議長（馬場騎一君）

号から日程第１１ 認定第１１号までの１１

件を一括議題とします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長報○議長（馬場騎一君）

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

３番奥本菜保巳議員。

認定第１号平成２○３番（奥本菜保巳君）

０年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、反対の立場で討論いたします。

平成２０年度一般会計歳入歳出決算書にお

いては、当初予算から反対していた長寿祝い

金の減額の執行、斗南藩記念観光村の維持管

理費４,３５７万５,０００円の支出、また、

平成２０年度一般会計補正予算において反対

いたしました胸像設置事業費８９３万２９１

円、大空ひろば整備事業におけるＦ－４戦闘

機展示工事費８７０万４,５００円の支出が

あります。

まず、長寿祝い金の減額ですが、７１歳か

ら７６歳までの高齢者は１万円から５,００

０円に減額され、２年間の経過措置がとられ

た後は支給が停止されるというものです。

このような措置に対し、減額された方々が

受け取り窓口において怒りの声を上げられた

と聞きました。少ない年金のお年寄りの方々

のささやかな楽しみである年１回の長寿祝い

金です。なぜ削らなければならないのでしょ

うか。財政を圧迫するので削るというのであ

れば、もっと削るべき無駄な事業があるので

はないでしょうか。

斗南藩記念観光村の管理費はどうでしょう

か。イベントをやらなければ集客もできませ

ん。利用者数が２８万人になったと満足して

いるようですが、七戸町の道の駅は１００万

人の利用客があると言われています。２８万

人では、到底工事費に見合った来場者数では

ありません。

また、観光費における負担金補助及び交付

金には４,９９０万円も支出されています。

近年、財政の厳しい自治体の中では、まちお

こしのイベントであっても、行政からの補助

金なしで行うなど、独自に努力をしておりま

す。

厳しい経済状況の中、税負担ばかりが重く

のしかかり、さらには、社会保障費が削減さ

れ、生きることもままならない状態に追い込

まれている人たちがいます。生活支援の予算

を削るのではなく、市民が望む生活密着型の

教育や福祉充実を第一に予算は執行されるべ

きです。

このような観点から、反対を表明いたしま

す。

次に、認定第９号平成２０年度三沢市後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て、反対の立場で討論いたします。

平成２０年４月からスタートした後期高齢

者医療制度は、７５歳以上の高齢者を一まと

めにして負担を強制し、差別的な医療を押し

つけるお年寄りいじめの制度です。開始当初

より高齢者の方々の怒りの声が殺到し、見直

しを余儀なくされてきました。

しかし、その見直しは、７割、８割減免な

ど、一時的な保険料の軽減策や年金などの天

引きの選択制などでごまかそうとしている小
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手先の見直しにすぎません。うば捨て山の本

質は何ら変わっていません。このままこの制

度を容認すれば、保険料は２年ごとに見直さ

れ、７５歳以上の人口がふえ、給付費がふえ

ることにより保険料が際限なく引き上げられ

ていく仕組みになっています。そして、受け

たい医療が受けられない、受けられなくなる

人たちがふえていきます。

この制度の対象者のほとんどの方は、あの

忌まわしい戦争を体験し、戦後は何もない状

態から地域の復興に尽力され、今の社会の礎

を築いた、敬うべき先輩たちです。その先輩

たちに対して、この制度は大変失礼なもので

はないでしょうか。だれもが安心して生活で

き、安心して医療を受けられる社会の構築が

必要ではないでしょうか。

私は、このような観点から、後期高齢者医

療制度は廃止されるべきとして、反対を表明

いたします。

以上です。

次に、４番加澤明議○議長（馬場騎一君）

員。

市民クラブの加澤明○４番（加澤 明君）

です。

私は、平成２０年度三沢市一般会計歳入歳

出決算認定について、賛成の立場で討論いた

します。

昨今の地方財政を取り巻く環境は極めて厳

しい状況であることは、皆様も御承知のとお

りであります。しかしながら、その状況下に

おいても高度化、多様化する市民ニーズに対

しては、引き続き財政改革の継続を図りなが

ら、市民生活の向上のため、的確な財政運営

を進めていく必要があるものと考えます。

当市においては、昨年「人とまち みんな

で創る 国際文化都市」を基本理念とする三

沢市総合振興計画が策定され、これに基づく

施策の展開により、今後ますますの発展がで

きるものと考えております。

こうした中、平成２０年度の予算執行状況

を見ますと、当市の発展に欠かせない幹線道

路整備事業や移転先地関係事業等の大型プロ

ジェクト事業の進捗により、将来を見据えた

都市基盤整備が着実に進んでおり、ソフト面

においても、人にかかわる事業については、

福祉、医療、教育など、住民の暮らしに直結

する多種多様な施策に十分配慮しながら執行

されているものと思うところであります。

このように、限られた予算の中にあって、

現下の厳しい社会経済情勢に対応するととも

に、未来につながる明るいまちづくりと、健

康で幸せな市民生活の向上について十分な推

進が図られ、これらの事業に係る所要予算が

的確に執行された平成２０年度三沢市一般会

計歳入歳出決算認定については、賛成するも

のであります。

以上で、討論を打ち○議長（馬場騎一君）

切ります。

これより、採決します。

認定第１号及び認定第９号を除く認定第２

号から認定第１１号までの９議案は、委員長

報告のとおり決することに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、認定第２号平成２０年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定、認定第３号平成２０年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第４号平成２０年度三沢

市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定、認定第５号平成２０年度

三沢市老人保健特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第６号平成２０年度三沢

市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定、認定第７号平成２０年度

三沢市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、認定、認定第８号平成２０年度三

沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定、認定第１０号平成２０年度三沢

市水道事業会計決算認定について、認定、認

定第１１号平成２０年度三沢市立三沢病院事

業会計決算認定について、認定とそれぞれ決
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しました。

次に、認定第１号を採決します。

本案に対する委員長報告は、認定です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（馬場騎一君）

よって、認定第１号平成２０年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定については、認定と

決しました。

次に、認定第９号を採決します。

本案に対する委員長報告は、認定です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（馬場騎一君）

よって、認定第９号平成２０年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いては、認定と決しました。

─────────────────

◎日程第１２ 議案第５９号から

日程第１７ 議案第６４号まで

日程第１２ 議案第○議長（馬場騎一君）

５９号から日程第１７ 議案第６４号までの

６件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長報○議長（馬場騎一君）

告に対し、質疑・討論をあわせて行います

が、通告がありませんので、質疑・討論を終

結します。

これより、採決します。

議案第５９号から議案第６４号までの６議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第５９号平成２１年度三沢市

一般会計補正予算（第３号）、可決、議案第

６０号平成２１年度三沢市国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）、可決、議案第６１

号平成２１年度三沢市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）、可決、議案第６２号平成

２１年度三沢市介護保険特別会計補正予算

（第１号）、可決、議案第６３号平成２１年

度三沢市水道事業会計補正予算（第１号）、

可決、議案第６４号平成２１年度三沢市立三

沢病院事業会計補正予算（第１号）、可決と

それぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１８ 議案第６５号から

日程第２９ 議案第７６号まで

日程第１８ 議案第○議長（馬場騎一君）

６５号から日程第２９ 議案第７６号までの

１２件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長報○議長（馬場騎一君）

告に対し、質疑・討論をあわせて行います

が、通告がありませんので、質疑・討論を終

結します。

これより、採決します。

議案第６５号から議案第７６号までの１２

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第６５号職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決、議案第６６号三沢市乳幼児医

療費給付条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決、議案第６７号三沢市ひとり親

家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例

の制定について、可決、議案第６８号三沢市

重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正

する条例の制定について、可決、議案第６９
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号三沢市国民健康保険条例の一部を改正する

条例の制定について、可決、議案第７０号三

沢市肉用雌牛の貸付け及び譲渡に関する条例

を廃止する条例の制定について、可決、議案

第７１号財産の取得について、可決、議案第

７２号財産の取得について、可決、議案第７

３号町の区域の画定について、可決、議案第

７４号町の区域の変更について、可決、議案

第７５号市道の路線の廃止について、可決、

議案第７６号市道の路線の認定について、可

決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第３０ 請願第２号

日程第３０ 請願第○議長（馬場騎一君）

２号を議題とします。

産業建設常任委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑・討論をあわせ○議長（馬場騎一君）

て行いますが、通告がありませんので、質

疑・討論を終結します。

採決します。

本請願に対する委員長報告は、不採択で

す。

本請願を採択とすることに賛成の方の起立

を求めます。

（賛成者起立）

起立少数です。○議長（馬場騎一君）

よって、請願第２号りんごの価格安定対策

を求める請願は、不採択と決しました。

─────────────────

◎日程第３１ 請願第３号

日程第３１ 請願第○議長（馬場騎一君）

３号を議題とします。

産業建設常任委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑・討論をあわせ○議長（馬場騎一君）

て行いますが、通告がありませんので、質

疑・討論を終結します。

採決します。

本請願に対する委員長報告は、不採択で

す。

本請願を採択とすることに賛成の方の起立

を求めます。

（賛成者起立）

起立少数です。○議長（馬場騎一君）

よって、請願第３号ミニマムアクセス米の

輸入見直しに関する請願は、不採択と決しま

した。

─────────────────

◎日程第３２ 基地対策特別委員会

中間報告

日程第３２ 基地対○議長（馬場騎一君）

策特別委員会中間報告を議題とします。

１５番。

本委員会にお○１５番（小比類巻雅彦君）

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会は、去る７月３日、会議を開催

し、本委員会の活動の柱である三沢基地周辺

対策に関する要望事項について審査をいたし

ました。

その結果、新規項目５件を含む１７項目に

ついて国に対し要望することとし、中でも、

集団移転に伴う町内会等地域活動区域の分断

の解消及び防音工事において樹脂サッシペア

ガラス使用を認める工事の仕方の改善の２点

については、特に強く要望することを申し合

わせたところであります。

また、この日の会議では、今後の委員会活

動に供するため、三沢基地の物品や業務受注

に関する市内業者の優遇、基地従業員の雇用

問題、米軍等の事件・事故に対する対応につ

いて、それぞれ執行部から説明を受けました

が、いずれも大変重要な問題であることか

ら、引き続き慎重に検討していくことといた

しました。

なお、要望行動につきましては、７月１３
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日防衛省東北防衛局を、１４日には防衛省及

び県選出国会議員をそれぞれ訪問し、実施し

たところでございます。

また、８月２４日には、米軍基地が基地内

居住を求める方針を打ち出した件についてそ

の対応を協議するため、会議を開催いたしま

した。

三沢市は、長年の経緯の中で、過去に基地

司令官から住宅の確保について要請を受けて

いることに伴いインフラ整備を行ってきてお

り、仮にこの方針が実施されれば、家賃収入

の減収はもとより、上下水道使用料の減少等

によって経済的影響が大きいこと、さらに基

地外での交流の機会が失われ、ひいては共存

共栄の精神が損なわれるなどの理由から、市

長、議長の連名により、要望書をもって、こ

れまで同様に基地外居住の機会が確保される

よう、米軍三沢基地司令官に対し要望するこ

とといたしました。

なお、この要望書は、８月３１日、種市市

長、馬場議長が米軍三沢基地を訪問し、ディ

ビット・Ｒ・スティルウェル司令官に手渡さ

れております。

三沢基地から派生する諸問題は、住民生活

に多くの影響を及ぼしております。本委員会

は、今後もこれらの諸問題を調査・解明し、

民生安定と福祉向上に努めてまいりたいと考

えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ありませんなか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第３３ 中心市街地活性化対

策特別委員会中間報

告

日程第３３ 中心市○議長（馬場騎一君）

街地活性化対策特別委員会中間報告を議題と

します。

１４番。

中心市街地活○１４番（小比類巻正規君）

性化対策特別委員会における審査状況につい

て、会議規則第４５条第２項の規定に基づ

き、中間報告いたします。

先般、９月４日、委員会を開催し、市立三

沢病院跡地利用について調査いたしました。

はじめに執行部より病院跡地利用に関する

基本方針を示され、続いて作業の進捗状況や

今後の予定等について説明がありました。

跡地利用の基本方針については、跡地利用

検討委員会からの提言等を踏まえ、民間活力

の導入または国・県等の公共機関の誘致を目

指す内容であり、これに基づき、現在、公共

機関誘致の可能性について情報収集するとと

もに、民間事業者への公募に向けた準備作業

を進めているとのことでありました。

今後の計画といたしましては、公共機関誘

致についての可能性を探りつつも、民間事業

者への売却または貸与に向け、本年１１月ご

ろには募集要項の決定、続いて本年１２月か

ら来年１月にかけて公募を開始、そして、来

年の３月ごろには事業者を選定した後、最終

的な目標として、平成２４年３月ごろの跡地

引き渡しを予定しているとのことでありまし

た。

委員からは、民間事業者に売却する場合の

選定方法についての質問があり、これに対

し、市としては、土地の売り払い金額により

事業者を選定するのではなく、事業の提案内

容や永続性に基づき、重きを置いて選定した

いとの回答でありました。

また、各委員からの意見として、事業者選

定の経過についてはしっかりと市民に周知し
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てほしいといった意見や、事業選定について

は、跡地利用基本方針に沿って、現在進行中

のアメリカ村との共存が図れるようにしてい

ただきたいといった意見があったところであ

ります。

最後になりますが、当委員会といたしまし

ては、今後とも市立三沢病院跡地利用に対し

まして、さらなる調査・研究、助言を行うこ

とにより、中心市街地活性化を促進してまい

りたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添えまして、当委員会の中間報告と

いたします。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、中心市街地活性化対策特別委員会

については、引き続き閉会中の継続審査とし

ます。

─────────────────

◎日程第３４ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

日程第３４ 総務文○議長（馬場騎一君）

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１２番。

去る６月２５日に○１２番（野坂篤司君）

開催されました総務文教常任委員会における

所管事務調査の内容について、御報告申し上

げます。

今回、教育委員会の所管する事務で、小中

連携教育のこれまでの効果と今後の取り組み

についてと、通学区域についての２件を調査

いたしました。

なお、今回の委員会では、教育委員長をは

じめとする教育委員会の方々にも出席いただ

き、会議に先立って、小中連携教育に関連し

て、東通村における小中一貫教育の取り組み

について視察してまいりました。

東通村では、これまで村内に点在していた

１６の小学校と三つの中学校をそれぞれ１校

に統合し、さらに、これらを隣接させ連結通

路で結ぶことにより、非常に効率的な小中一

貫教育が進められておりました。

視察後の会議で、これらの内容も踏まえ、

１件目の小中連携教育について調査いたしま

した。

教育委員会から、現時点における効果のあ

らわれとして、児童生徒や教師の交流が大変

深まったことにより、小中学校間の敷居が低

くなり、各学区内において積極的な取り組み

がなされているとのことでありました。また

同時に、小中連携に対する教師の意識も大変

高まりを見せているとのことであります。

なお、今後の取り組みについて、小中連携

より期待される中一ギャップの解消や児童生

徒の学力向上、心と体の教育の充実を図るた

め、より一層深めていきたいとのことであり

ました。

委員から、児童生徒数の減少や、中学校校

舎の老朽化が著しい市立第三中学校区におけ

る小中連携について、今後どのような対応を

考えているかとの質問があり、これに対し教

育委員会から、第三中学校が改築される方向

へ向かえば、この地域を小中一貫教育のモデ

ル地域として取り組んでいく可能性を検討さ

れており、引き続き実現に向け努めたいとの

ことでありました。

次に、２件目の通学区域については、他学

区通学の許可基準と他学区に通学する児童生

徒の状況について調査いたしました。

許可基準について、転居や身体的理由、家

庭環境やいじめ等のやむを得ない理由により

居住する学区に通学することができないとき

は、教育委員会の承認を得て、他の学区に通

学することができるとのことであります。今

年度における状況として、小学校が２０９



― 80 ―

名、中学校では３７３名が他の学区に通学し

ているとのことでありました。

委員会から、これまでに他学区への通学を

却下した事例はあるか、また、特定の学校に

児童生徒が偏るなど学級編制に支障が出ない

かとの質問が出され、教育委員会から、ここ

数年、申請を却下した事例はなく、明確な理

由があれば承認しているとのことでありま

す。また、学級編制について、教師の人数に

もかかわることなので、毎年、慎重を期し、

支障の出ないよう努めているとのことであり

ました。

最後になりますが、今回調査した内容は、

社会変化に対応した教育の充実が求められて

いる中で、非常に重要な課題であると考えて

おります。そのことから、今後におきまして

も児童生徒が充実した学校生活を送れるよ

う、市関係当局と協力し合って取り組んでま

いりたいと考えております。

以上、簡単でありますが、総務文教常任委

員会の所管事務調査報告とさせていただきま

す。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員会報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３５ 民生常任委員会所管

事務調査報告

日程第３５ 民生常○議長（馬場騎一君）

任委員会所管事務調査報告を議題といたしま

す。

８番。

先般、９月１日、行○８番（太田博之君）

いました民生常任委員会の所管事務調査につ

いて、その概要を御報告申し上げます。

今回は、健康福祉部の所管する事務で、三

沢市総合振興計画前期基本計画重点プランの

市民すこやかプランに関連した各種事業につ

いての調査を行いました。

１点目の各種がん検診事業についてであり

ますが、三沢市では、国が定めたがん対策基

本法、がん対策推進基本計画及び健康増進法

に基づき、疾病の早期発見・早期治療及び健

康増進の推進を目的として、市民がん検診及

び婦人がん検診が実施されているとのことで

ありました。

委員会からは、受診率が比較的低いという

ことに関して、他市町村との比較はどうなの

か、健康みさわ２１計画で目標としている受

診率を達成するためにどのような方策を考え

ているのかといった質問があり、これに対

し、執行部からは、青森県の受診率と比較し

ても三沢市だけが低いという状況ではなく、

今年度からは土曜日、日曜日でも検診日を設

けるなどの対応や、医師を招いての講演会、

マックテレビを使っての啓発活動を通じて受

診率向上に努めてまいりたいとのことであり

ました。

続いて、２点目の地域支援事業についてで

ありますが、介護予防教室が実施されてお

り、認知症予防として、脳の活性化を目的に

人との交流を楽しめるプログラムや作品づく

り等を行い、転倒予防として、身体の維持・

強化を目的にストレッチや筋力アップウオー

キングなどを行っているとのことでありまし

た。

また、三沢市いきいきデイセンターでは、

高齢者等の要介護状態への進行の防止及び自

立した日常生活を確保するための支援とし

て、介護予防、生活指導、食事、入浴、生

活、健康等の各種相談、レクリエーションを

実施しているとのことでありました。

委員からは、認知症の予防を中心とした事

業のみならず、今後は、さらなる高齢者の健

康づくりに対する施策についても検討しては

どうかという意見もございました。

続いて、３点目の子育て広場事業について

でありますが、乳幼児を育てている保護者の

支援を目的に子育てサロン事業が行われる予

定であり、開設日は平成２１年１０月１日、

場所は働く婦人の家の託児室を使用し、おお

むね１０組の親子が利用可能な状況とのこと
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でありましたが、これについては今後実施さ

れる事業のため、その推移を見守ってまいり

たいと考えております。

続いて、４点目の経済情勢と社会保障につ

いては、執行部から市内における生活保護受

給者数等についての説明がございましたが、

生活保護認定については厳格に対応されてい

ることを、改めて確認したところでございま

す。

最後に、調査外でありましたが、執行部か

ら新型インフルエンザについての報告があ

り、市内における発生状況は、９月１日現

在、ＰＣＲ検査陽性の２名、簡易検査陽性の

６名、簡易検査陽性の疑似症１５名の計２３

名でございましたが、いずれも完治している

との報告がございました。この件について

は、今後ともしっかりと危機管理体制をもっ

て対策を講じていただきたいと要請したとこ

ろでございます。

最後になりますが、新政権発足に伴い、福

祉政策等も大きな転換が予想されますが、福

祉サービスは一瞬の停滞があってはなりませ

ん。執行部におかれましては、今後とも御尽

力いただきますよう心からお願いを申し上げ

ます。

以上、簡単ではございますが、私からの委

員長報告とさせていただきます。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員会報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３６ 議員の派遣について

日程第３６ 議員の○議長（馬場騎一君）

派遣についてを議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付しております。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１５８条の２の規定により、別紙のとお

り議員を派遣することに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

以上で、本定例会に○議長（馬場騎一君）

付議された事件はすべて議了しました。

─────────────────

◎市長あいさつ

ここで、特に、市長○議長（馬場騎一君）

より発言の申し出がありますので、この際、

発言を許します。

市長。

平成２１年三沢市議○市長（種市一正君）

会第３回定例会の閉会に当たりまして、議長

のお許しを得まして、一言ごあいさつ申し上

げます。

今定例会は、去る９月７日開会され、本日

まで１１日間にわたり、平成２０年度三沢市

一般会計歳入歳出決算認定及び各特別会計の

歳入歳出決算認定並びに各企業会計の決算認

定をはじめ、平成２１年度各会計補正予算の

ほか、行政運営上必要な条例の制定など、２

９の案件について慎重御審議を賜り、それぞ

れ原案のとおり御議決、御認定を賜り、衷心

より感謝申し上げるところであります。

申し上げるまでもなく、これらの執行に当

たりましては、御審議の際に議員各位から賜

りました御意見、御提言などを十分尊重し、

最善の効果をおさめるように努力してまいり

ますので、何とぞ一層の御支援、御協力をお

願い申し上げる次第であります。

ありがとうございました。

─────────────────

これをもって、平成○議長（馬場騎一君）

２１年三沢市議会第３回定例会を閉会しま

す。

午前１０時４２分 閉会
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